
今までの水流実態解明プロジェクトでわかったこと。 

【資料】小流域毎の水の流れの特性 

各小流域を水循環の特性から4つのグループに分けることが出来ます｡グループごとに都市化の進展による水循
環への影響を整理しました｡（地図をクリックすると、そのグループの説明にジャンプします。）  

  

◎：高い値を示している ○：他流域と比較して中間の値 △：低い値を示している  

【用語説明】 

特徴
該当流域

中間流出 浸透量
地下水流

出

グループA ◎ △  
多摩川源流域、秋川・平井川流域（源流域）、浅川流域（源
流域）

グループB ○ ○  多摩川上流域、浅川流域（下流域）

グループC1 △ ◎  
多摩川中流域、多摩川下流域（順流域、汽水域）、秋川・平
井川流域（下流域）残堀川流域（上流域、下流域）

グループC2 △ ◎ △
浅川流域（中流域）、残堀川流域（中流域）、野川・仙川流域
（野川本川流域、仙川流域【上流域・下流域】）

表面流出 降った雨が地中へ浸透せずにそのまま河川へ流出すること

中間流出 表層土壌から流出する水量のこと

地下水流
出

帯水層にある地下水が河川へ流出してくる自然系の水量のこ
と

帯水層 地下水が蓄えられている地層のこと

降雨 ＝ 蒸発散 ＋ 表面流出 ＋ 中間流出 ＋ 浸透 



 

 



 

 


